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	　■項　　目
	　○○および△△の工程管理について

	①…○○の工程管理について

概要…

特徴…

効果…

②…△△の工程管理について

概要…

特徴…

効果…
　
　
　



簡　易　な　施　工　計　画　書

（工程管理に係わる技術的所見）

注）１ 本書の枚数は１枚を限度とし、所見を記述する文字の大きさは、10.5ポイント以上、書体は任意とする。

２ 具体的かつ実現性のある内容であり、工夫が見られる場合に評価します。仕様書に記載のある内容は評価しない。

３ 一つの所見を簡潔に記載（箇条書き）し、内容に応じて番号を付与すること。

４ 一つの所見につき概要、特徴、効果を簡潔に記載すること。

５ 工程表を必ず添付すること。（Ａ４用紙１枚を限度とする。）

６ 一般的な用語による記載を原則とするが、特殊な工法や方法、製品を用いる場合は詳細な説明を付け加えること。

７ 記載にあたっては、「必要に応じて…」、「状況に応じて…」などの曖昧な表現を避けること。

８ 二つ以上の複数の視点について提案を求められた場合は、それぞれの視点においての所見を記載すること。
業





様式第５号








以下に示すような提案内容は評価対象外となりますので、避けてください。


提案内容が抽象的なもの、提案の表現が曖昧なもの


例：「徹底する」「周知徹底を図る」「できるだけ」「極力」「適切に」「適当に」「十分に」


　　「丁寧に施工する」「入念に」「迅速に」「確実に」「誠実に」「しっかり」「要所に」


　　「注意を払う」「必要に応じて」「状況により」「徹底的に」など


提案の実行の有無が確認できないもの　


　　　例：実行したことを、写真等で確認できないもの


提案内容に明確な効果が認められないもの


提案の実行に確実性がないもの


　　　例：「監督職員との協議により施工する」


　　　　　「○○調査を行い、××対策の必要性を確認する」など








